
タバコを吸い続けると、身体の様々なところがダメージを受けますが、煙が充満する口の中も被害を

受けます。写真のように喫煙者の歯と歯茎は黒ずみ、舌の表面には汚れが付着しがちです。 

これは、下図にあるようにタバコに含まれるニコチンの血管収縮作用のために血管が細くなり血流が

悪くなるうえ、白血球の防御機能が低下して炎

症が治りにくくなりからです。その結果、歯肉が

やせていき、歯肉炎や歯周炎になる可能性が

大きくなります。 

 

タバコのために、黒くかっこ悪い歯と歯茎に

なりたくないですよね。 
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